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小児の歯列および校合状態の成長発達に関する縦断研究
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要旨小児の歯列および唆合状態の推移について，緩断的な倹射を行うことを自的とし.1lI列研究用模型を
用いた偶棄を行った.箇置働援をした街を有さず.唆合HiI治療を受，tていない男児"名，女児 10名..十
27名の日本人小児の.4歳から，Htに至るまで毎年行った印象採得で得られた研究鼠機=を資斜とし
た.対象資料に関してI 乳館列から永久歯列へ歪るまでの間乳歯の空際映合状!.Ii.臼歯の唆会関係校
合の推移について検討を行い，以下の結果を得た.

1 乳歯到の'"隙はI 男女ともに，発育釜隙と室長室隙が両方みられるものが最も多かった.また 男女と
もに，上顎より下顎のほうが!空隙がない歯列の割合が多い傾向が包められた.

2 正常校合の割合1:1， 5歳時は，男児47.7%.女児 50.0%であったが.12歳時には男児 23.5%，女児
30.0%となった.また.4歳から 12歳までの聞でI 優もt曾加した不正殴合は.11生であった.

3 ターミナルプレ ンについては!両側とも垂直型の発現鎖度が男児64.7%，女児曲。%と最も多かっ
た.第ー大臼歯の岐合関係は級が男児76.596.女児曲0%と級も多<.次いでE級，国録の顕で
あった.タ ミナルプレ ンと第大白歯の岐合関係は，垂直盈から lliに移行するものが綾も多〈みら
れた。

4 岡ー個人のれ歯列期と永久歯列"を比綬検射した結果乳歯列矧に正常岐舎であったものは 59.396

、 で，そのうら永久歯列でも正常唆合であったものは臼 50.であった.また 乱筒列に過蓋陵会であった
ものは。殆どカq之正険金に移行した。

d 

について着目 Lたもの~ 1~ 10Iフィ ルドワークによる

実理問査を行ったものそM 肝 ωなど，さまざまな報告が

なされている。

成長に伴う街開や校合の置化のありのままの姿を捉え

るためには，無作為に遭ばれたフィールドにより ，歯列

や唖舎の拍療桂堅実のない小児を対象として調査する卦要

があると思われる。また1 軽年的な推移についての調査

研究を行うには，績断資料よりも同一個人から採取した

縦断資料を周いる方がより望ましいと考えられる。

著者らは，小児のロ睦の健全な直長尭遺および池波に

おける歯科医療の推進を目的として，幼児1 学童の歯科

健診ならびに曲列研究用縫型の印象揮拝を行ってきた.

本研究では，その中から置断的資事専が得られた小把の

歯列研究用樟型を用い，歯列 世会の推移の実患につい

て擢断的に検酎を行った.

言

歯列および官合の経年的な推移を把握することは，小

児への適切な臨床的対応をする上で非常に重要である.

そのためには，まず償問および喧合が成長とともにた

どる聖遣の実躍を知る必要がある.

これまでにも!歯列や校舎の庇畏に聞して，歯列およ

び唖合の成長尭還について検肘Lたものiーへ不正攻合

の尭現頻度について陶査 L たもの.~') 腔合関係の聖イヒ
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その他:空豆校合など上記以外の不正喧合

3 )自前節の畦合間係

串二年L臼曲の校合間保は，ターミナルプレーンにより

評恒l，部一大自由の喧合間部は， Angleの分却により

野面した。

また，自由の喧合間保の推移について倹討を行った。

4 )腔合の推移

計制の対象となった者から，初めて採取Lた模型 (4

龍時乳歯列期}と，調査の最桂に採取 Lた棋型 (12

践時永久曲列)を比較し，腔合の推移について横討L

" ~。
結

2∞5 

上 手L街刊の空陣

表1に乳曲刊の歪聞の琵現明度を示す。これは，対象

者が世も低年齢であるときに採取した槙型からデータを

耳尚 Lている。

上顎では，霊長圭隙と量育空隙が両方認められたもの

が男児 14名 (82.4%)，女児7名 (70.0%) t luも多く ，

次いで霊長圭隙のみ認められたものが多かった。下顎で

は，霊長圭聞と尭宵空隙が両方認められたものが男児 12

名 (70.6%)，女児6名 (60.0%)と最も多く，次いで霊

長空隙のみ包められたものが多かった。

また，圭闘のないものの割合は，上切では，男児 1名

(5 .9%). 女児 o名 (0.0%) であり，下~!iでは，男児 2

名 (11.8%)，女児 1名 (10.0%)であり，男女ともに上

顎よりも下顎のほうが，圭脱がない由刊の割合が多い傾

向がEめられた。

2，喧古状駐

車2に佐合同保についての年齢別調査結果を示す。

正常陸合的剖合Iえ 5I!i時には.男児8名 (47.1%)，

女児5名 (50.0%)であったが， 8斑以降は男女とも

に， 40%以下町値を示t...， 12班時には男児4名 (23.5

%)，女児3名 (30.0%) と此少した。

車止の割合は。6成時までは男女ともに 0名 (0.0%)

4J{S) 小児歯科学後It

果

資料および調査方法

1 賀判

資科は 1981年4月に Y保背図に入間L.. 19四年4

月に y，)学校に入学. 1996年3月に卒業するまでの 9

年間にわたり ，毎年同じ時間に歯科健詰を行った際に採

取した幽刊研究用模型である。

模型の探取のできた 43名の小児のうち，Jli冠崩犠を

Lた曲を有さず，曲列や暁合の拍仰を行っていない 27

名(田児 17名，女児 10名)を対車とした。対象年齢は

4提から 12農， Hellmannの喧合尭育控陪では nA期か

らIVA聞であった。

材料として。印象保持にはアルジ不 ト印象材，日型

型作には由科用硬石膏，佐合採1尋にはバイトワックスを

用いた。

なお，正磁性を期するため，データの記録は， 一資料

につき撚なる 3人の阻摂者により目を変えて行い， 3人

の結果が一致したものを最終データとした.

2 調査方法

1 )乳由列の空開

乳出ヲlの空間については，由聞に O.5mmのコンタク

トゲーンが帰入可能なものを空間ありと判定した.

2)腔合状臣

官合状態については，1<柾ら"の方法に準じ，以下の

基準で判定した。

正??，岐合軽庄司不正があっても。臨床的基準で異常

のない佼合

上;UliiI尭・上';tijjjj曲が補完しているもの.上顎曲列に

対して下顎曲刊が佐方にあるもの，上下顎

前突，過韮喧告もこれに古む

lilj岐合 。3曲以上前曲が迫控藍になっているもの

設生 臨床的に曲の記列が異常なもの.萌出余地不足

による曲の萌出由主も吉台

阿佐 臼曲部のみが成合して前曲部が上下的に錐IJ丹L
ているもの

乳tli列の2医院祭 1
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)内人世

度が異なり'垂直型の割合が滅必少、する傾向が認められ
て，

~。
表4に対象者の出現頻度の調査結果を示す。これは最

も低年齢であるときに採取した模型からデータを算出 L

ている。ターミナルプレーンターミナルプレーンの割合

は，垂置型が男児 23例 (67.6%)，女鬼 14例 (68.5%)

と最も多く ，次いで近心階段型，遠心階段型の順であっ

マ-
~。
韮5に 番最初に採取した模型のターミナルプレーン

単位 %， ( 

であったが， 7車以降は年齢とともに増えて，男児4名

(23.5%) ，主鬼は 4名 (40，0%)となった。また， 4置

から 12歳までの問で，最も増加した不正校合はa 男女

ともに聾生であった。

反対校合および開肢の割合は，全ての年齢において，

男女ともに 10.0%以下であった。

3 臼歯部町岐合関部

表3にターミナルプレーンの年齢別出現頻度を示す。

ターミナルプレーンは，男女ともに年齢によって出現類
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同 o(6) 
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20.0 (2) 
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0.0 (0) 

0.0 {O} 

男女計

63.0 (17) 

7.4 (2) 

18.5 (5) 

ヲ4 (2) 

3.1 (1) 

0.0 (0) 

単位。'o.( )内人紋

単位...( )内人総

の調査結果をターミナルプレーンの両畑組み合わせの岳

現閉症を示す。これも品も畦年齢であるときに探取した

慌型からデータを算出Lている。

両側の組み合わせの割合は，再開とも垂車型のものが

男児 11名(刷 7%}，女児6名{回0%) とEも多<.

次いで両聞とも近心階段型であった。

去6に.1一大自由の攻合関係の年齢別の出現閉度を示

す。出一大臼曲の喧合関係11. 男女ともに企ての年齢に

必いて. 1級が量も多〈毘められた.

表7に一帯舷f主に採取した筏型の詰一大目的の腔合間

慌を示す.

第一大自由の喧合関係は. 1級が9)児 26倒 (76.5

%上女児 16岡 (80.0%) と畳も多<.次いでE級，皿
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級の闘であった。

量8に一番最後に揮取した棋型の第 大白歯の喧合間

係の筒働組み合わせの尭現掴度を示す.

両舗の組み合わせの割合は.両側とも I組のものが男

児 14名 (82.0%)。女児?名 (70.0%) と置も多<.次

いで両側E級であった.

表? 第ー大白憶の唆合関係の出現頻度

男児 女児 男女計

1 級 82.4 (28) 80.0 (凶} 77.8 (42) 

E .. 14.7 (.5) 5.0 (!) 14.8 (8) 

m 銀 も2.9 (J) 15.0 (3) 7.4 (4) 

単位%， ( )内側放

費 s第ー大白歯の岐合関係の両側組み合わせ発現頗度

捌児 女児 男女計

間倒 I 組 82.4 (14) 70.0 (7) 77.8 (21) 

同倒 E 級 11.8 (2) 20.0 (2) 14.8 (4) 
両個 E 組 0.0 (0) 10.0 (1) 3.1 (l) 
I8.-na' 0.0 (0) 。。 ω} 0.0 (0) 
1 a -m晶 0.0 (0) 。o(0) 0.0 (0) 

uQ-m.o. 7.1 (!) 。o(0) 3.7 (J) 

単位:%， ( )内人数

査9に臼歯舗の喧合関係の嘩移について示す。これ

は，優初に揮取した様型と最植に採取した模型を比較し

たものである.男児では，垂直盟から I級に移行したも

~-~A<プ1戸ン ..町魁 直心暗画皇 置b帽..
• /1¥、/1¥ /1¥ • • 2 • a 

劃一大白歯町壁面開晶 I 目 回 E 国 I z E 
_a，例町

国 1 ターミナルプレーンと蹄ー大自由の岐合関係の権移

{男女計}

費 9 ターミナルプレーンと第一大白歯の岐合関係の様替

ターミナルプレーン
男児 女児 男女計

ーアングルの分頭

蚤直 m-1怨 58.8 (20) 見 o(10) 55.6 (30) 

垂直型-s級 5.9 (2) 20.0 (4) 11.1 (6) 

垂直型一国語 2.9 <1> 0.0 (0) 1.9 (!) 

遠心階段型→ I組 5.9 (2) 10.0 (2) 7.4 (4) 

遠心階段型-s組 5.9 (2) 。o(0) 3.7 (2) 

逮也、階段型一国級 0.0 (0) 0.0 (0) 0.0 (O) 

近心階段型-1;組 17.6 (6) 10.0 (2) 14.8 (8) 

辺I'l.'、階段盈-01& 2.9 (1) 0.0 (0) 1.9 (1 
近心陪段型-ma 0.0 (0) 10.0 (2) 3.7 (2) 

単位%， ( )内例数

夜 間 唆合の推移

校舎状態
空隊

E塗擦'"旬(上下顎)(1，)
正倉句史合(16)

空隙あり{上下顎)(，)

温董岐合(4)

4宮JJZう|釜限あり{上下船帥

開唆(，)

正管唆合(13)
a更生(l)

" ，前箇逆様董(4)
過蓋岐合(1)

過董唆合， 11生(1)
過11唆舎を伴う
よ顎前奏(l)
過董唆合を伴う
上顎前安建生(，)

( )内人敏



のが羽田 (58.8%)で世も多<.次いで。近心陪段型

から I級の也のが多かった。女児では垂直型から I紐に

移行 Lたものが 10伺 (50.0)%で侵も多く .次いで垂

直型から E級に移行したものが段も多かった.

表9"'YJ女合計Lたものを図示したものを図 1に示

す.男女合計したものでは。垂直型および近心階段型の

大邸分がI級に移行Lていた.また，遣心階段型6岡の

うち 4同 (66.7%)が I級に移行した。また。遠心陪段

型から 回紐に移行したものは皆無であった。

4 .唖合の推轄

器 10に佐合の推暗について示す.

乳由列聞に正常佐合かつ乳由列の空隙を毘めたものは

27名'1'16名 (59.3%)で.そのうち.正常腔合に移行

Lた心のは 10名 (62.5%)であった.この 10名の う

ち.7各 (70.0%)は乳歯JlJ町ときに.上下顎とも乳曲

刊に茸聞があり.ターミナルプレーンが前回垂直型で

あった。

また，最終m型で草生であ った 7名 (25.9%)のう

ち It由列則に上下顎ともに空臨がなかったものは，わ

ずか l名 (14.3%)であった。

さらに.乳W9lJ問に過蓋校合であったものは 殆どが

不正喧告に移行した.

考察

1.写L由ヲIJの空障について

本研究では，乳ffI刊の空間は，男女上下司と もに 霊

長空間と尭宵空間が両方留められたものが世も多かっ

たe これは小野ら肘および日本小児由科学会'"の報告と

閉じ結集であった。

また.空間なしの割合Ii.男女ともに上司よりも下顎

のほうが.豊田がない曲刊の割合が多い傾向がEめられ

た.これも小野f:，1> j;よぴ日本小山由科学会"の報告と

同じ結果であった.

2.瞳会状態について

本町究では 正常喧合の割合は 5毘時には男W.47.1

%.女児50.0%であったが. 12眠時には羽子23.5%，

女児 30.0% となった.

本研究の描合，由列や喧合に問する田伎をされていな

い者が調査対象となっている.

一方，問査対主にう位や岐合管理がされている者が古

まれていると考えられるものには.1HZら・の全国29大

学の小児由科昨僚主に楽院Lた小児を対車とした研究が

ある.ニ町研究による と白正常岐合の剖合は 5置時に

li. :91児75.9.$% 女児 79.11%であったが。12控時に

は!JJ児 62.30%.女児 67.86%である。

小沼術科学線路 43{S) 2005 6日

両者の5車時と 口班時での正常腔合者の減少した剖

合を比似すると，本研究Ii.Yl子 24.2%.女子20.0%，

1HZら"のものは. 91子 1 3.64~も，女子 1 1.3 1 % である.

つまり，本研究の方が，長底ら・】のものよりも正常喧合

の割合の減少が大きい。

このような両者のデータの韮I!.小児期の桂台管理の

有無が大き〈関与Lていると推摂される.

また本研究では.l'I生の割合は.年齢ととともに増加

する間向が示された。 4践から 12織までの聞で，最も

llIlJDした不正佼合は，男女と bに聾生であった。置生の

量現矧庄が年齢とともに噌加する，かつ他の不正校合に

比べて量現顕庄のm加が多い傾向I!.須桂聾ら“の報告

と同織であった。また.1普加する年齢は，男女ともに 7

縫以降であり，前由の重換期以降に量生が尭現しぞすい

ことが偶われる.

また，本研究では，豊生の幽現傾度I!.男児よりも女

児が高い傾向が思められた。これは，長証らへ須住苦

ら...， i'r出生へ '8和 56年前科疾忠実盟関査報告'"の横断

研究のものと一致していた.

E吋目立合韮ぴに開院の割合は，全ての年齢において，

91女ともに 10.0%以下であった.これも'長塩ら"ぺ'罰

佐聾ら&凶ωへ'蒲生ら.へ，に'昭相5珂6'与手曲科篠思聾盟調査報告u

の園査結巣と 章Lていた.

3 自由郎の睦合間部について

ターミナルプレーンは，男女ともに年齢によって出現

聞置が鈴なり，垂直型の割合が減少する傾向がEめられ

た.これについては.鎌田ら酬の研究と問機の傾向を認

めている.

ターミナルプレ ノ円割合は.男女ともに垂直型が肢

も多<.次いで近也、階段型，連'L、階段盟の聞であった。

また，男女ともに両側とも垂直型のものが最も多かっ

た.これは小野らaの報告と同線であった.

前一大自由の腔合関係は，男女ともに I級が最も多

< .次いでn0. m級の閣であった。また，男女とも

に，両仰とも I級のものが世も多<.次いで両側E級で

あった。これは過去に級告されたもの色刷と同様の結果

であった.

自由の殴合関係町推轄については.男児では 垂直盟

から I級に移行したものが58.8%で般も多<.次いで

近じ階段型から I級のものが多かった.女児では垂直型

から I級に移行したものが50.0%で最も多く ，主いで

垂直型からE級に移行したものが最も多かった.

自由部の校合関係の推移については， Aryaら吋ま， タ

ーミナルプレーンが垂直型のもの 63名のうち.54名

(88.8%)が永久曲列で I級に移行したと報告 Lてい
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る。また，鍋田ら酬の研究では，事L歯列期にターミナル

プレーンが垂直型のものの 66.7%が永久歯列で I組に

移行していたことが示されている。またa 遠心階段型6

例のうち 4例 (66.7%)が !紐に移行した。過去の報

告仇附では，遠心階段型は殆ど日級に帯行するとなって

いるが，状況によっては， 1級になる例もあると考えら

れた。その他の数植についても，過去の報告民附と比較

して，数値に遭いが認められるが，このことは，殴合の

推轄について，様々なパタ ンがあることを考えられ，

長期間にわたり，丁寧な観察をすることの重要性を意味

していると思われる。

以上より，臼歯の岐合関係は，ターミナルプレーンの

垂直型からアングルの I組に移行するものが畳も多いこ

とが強〈示唆された。

4，殴告の推移について

乳歯列期に正常校合かっ乳歯列の空隙を認めたものの

うち，正常岐合に帯行したものは 62.5%であった。ま

た，最終模型で叢生であったもののうち，乳歯列期に上

下顎ともに空隙がなかったものは 14.3%であった。

難世勺ま，乳歯列の空隙が上顎で 3mm未満，下顎で

2mm未満のものは，上顎では 62.5%，下顎では 60%

が不良な永久前歯の配列状態を示したと報告している。

本研究の結果も古めて考えると，乳歯列に空問、があっ

たとしても f 費生になる場合も多くあることが示唆され
ずー

~。
本研究では，乳歯列期に過董暁合であったものは，殆

ど不正岐合に移行Lた。

須住莞らωの研究では，過蓋岐合の発現頻度は.3-5 

歳時9.31%， 12-14薩時は 8.29%で， 3-5車時と 2-14

歳時の値に大きな差はない。またf 蒲生町止過蓋校合

は増齢的に増加順向にあったと述べている。これらのこ

とから，過蓋岐合は自然治植することは少辛いと考えら

れる。

以上より ，本研究ならびに過去の報告を全て総合して

考えると，正常陵台者の割合は，年齢とともに減世する

こと，さらに不正攻合は自然治唖しない場合が多いこと

が判明した。このことは，小児期における適切な岐合管

理の重要性，並びに小児期からの校合誘導の必要性を示

唆しているものと結論づけられる。

結論

小児の歯列および殴合状態の推移について，縦断的な

検討を行うことを目的とL.，男児 17名，女児 10名，計

四名の4歳から 12歳まで採持した歯列研究用模型を対

象とした調査を行い，叫下の結拾を得た。

1 乳歯列の空隙は，男女ともに，発育空隙と霊長空隙

両方がみられるものが最も多かった。また，男女とも

に上顎よりも下顎のほうが，空隙がない歯列の割合が

多い傾向が認められた。

2 正常校合の割合は， 5畳時は，男Yi!.47.7%.女児

50.0%であったが， 12歳児には男子 23.5%，女児

30.0%となった。

また， 4誰から 12歳までの聞で，最も増加した不正

校合は，男女ともに盤生であった。

3 ターミナルプレーンについては，両側とも垂直型の

聾現頻度が男鬼 64.7%，女児60.0%と最も多かっ

た。第一大臼歯の岐合関係は， 1級が男子76.5%.女

子 80.0%と最も多<，次いでE級，皿級の販であっ

た。ターミナルプレーンと第一大臼歯の岐合関揺は，

垂直型からアングルの分類の I級に移行するものが最

も多くふられた。

4 両 個人の乳歯列期の模型と水丸歯列の模型を比較

検討した結果，乳歯列期に正常校合であったものは

59.3%で，そのうち最終模型でも正常肢合であったも

のは 62.5%であった。また，乳歯列に過蓋岐合で

あったものは，殆どが不正岐告に帯行した。

以上より，正常暁合者の割合は，年齢とともに減少す

る，さらに不正岐合は自然治植しない場合が多いと考え

られる。このことは，小児期における適切な陵台官理の

重要性ならびに岐合誘導の必要性を示唆するものである

と結論づけられる。

本E省主の要旨の一郎は，第42固日本小児歯科学会

大会{平成同年5fl20，21日，福岡市)において発

表した。
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A Study on Growth and Development of Dentition 

and Occlusion in Children 

--Changes of Occlusion- -

Y~utaka Kaihar:l, Kaori S3iga. Hisami N3k3e, Meiko Kur:unoto ', ~Iik:!. ~13kih ir:l. Yoko ~ I iyarnoto 

Hideaki Ammo", Junji Suzuki ' , Yasushi K3W3bat3'" arnJ Katsu)"uki Koz3i' 

Clinic ofPcdi3tric Dentistry, Hiroshim3 Uni\'e~ity Dcnt31 Hospit:l l 

(Dir~ctor: Prof Korm.'llki Ko:.oi) 
-D~por1m~nt of P~diatric D~ntislr)' lIiroshima Uni"trSity Grodllal~ Sciloof of Biomedicol Scirtlc~s 

(Dir~ctor ; Prof KaUII)ltki Ko:.oiJ 
"/nstimtc oj Oml Health Scicnc~. Foclllry oj D~ltfilI0'. lIiroshima Uni"trsity 

(DirtCtor ; Prof lIidea!.:i Amano, 
00- Knll'obo/a D~nf(l l Clinic 

The purpose of this study was to e,;arnine the longitudinal change of occlu~ion in chi ldren, 

The materi31s were study models obt3inecl annually from 27 p:uicnts (17 boys and 10 gi rls) 3ged 4 to 

12. h3ving no history of significant tooth dec3y or o rthodontic treatment, The interdental spaeCli in the 

prim:u-y dentition. the 3nterior occlusal relationship. the tennin31 plane. the rtl3t ionship of the perma

nent fi rst mol3f, 3nd the change of occlusion from Ihe prim:u-y dentition 10 the perm3ncnt dentition, 

were discussed. 

The results of this study ..... ere as follows: 

I. The majority of interoentaJ sp3ces in the prim:u-y denti tion was observed to be the developmental 

3nd prim3te space for both sc,;es, 

2. The percentage of nonnal occlusion a\ 5 years of 3ge W3S 47.7% for boys and 50.0% for girls: at 

12 years of age it W3S 23.5% for boys 300 30,0% for gi rls. The type of abnonn31 occlusion th3t in

creased mostly between the ages of 4 and 12 was crowding of teeth. 

3. The termin31 plane W3S most frequently observed for both the horizont31 3nd "crtic31 types. The 

most common type of occlusion for front molars was the Class I relationship. fo llowed by the Cl:lss 

II 3nd Cla.~s 1lI relationships. in that order. The majori ty has been observed to shift from the !'eniC31 

type 10 the Class I rei3tionship. 

4. or the eases where there was nonnal occlusion in the primary dentition period. 62.5% had normal 

occlusion for the pennanent dentition, Most of the cases of overbite in the prim:u-y dentition period 

progre~'M:d to m3locclusion. 

Thusly, the percent3ge of those with normal occlusion decreases wi th 3ge. and in m3ny cases. maJ

occlusion does not heal ~pont3neousl y. We can therefore conclude th3t this suggests the need to pro

vide occlusal guidance concerning dental he3hh of p31ients in childhood, 

Key words : Longiwdin31 study. Dentition, Occlusion, Study model 


